
(1)　2024 年（令和 6 年）　1 月 1 日  法政大学社会学部同窓会報 第 63 号

Vol.63

 
中 正美

法 政 大 学 ４ 号 館 社 会 学 部 Ａ 棟 11 階

の
よ
う
に
社
会
運
動
に
参
加
す

る
姿
に
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
世
界
に
自
分
も
足
を
踏
み

入
れ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
３

月
８
日
、毎
年
、国
際
女
性
デ
ー

と
い
う
日
が
あ
る
の
で
す
が
、

留
学
期
間
の
後
半
に
参
加
で
き

ま
し
た
。
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
１
週
間
く
ら
い
、
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
ま
す
。

大
学
主
催
で
は
な
く
学
生
た
ち

�

メ
キ
シ
コ
留
学�

の
衝
撃

―
―
同
窓
会
報
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
掲
載
直
後
の
メ
キ
シ
コ

留
学
は
い
か
が
で
し
た
か
。

メ
キ
シ
コ
留
学
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
（
ポ
ッ
セ
）

の
活
動
に
参
加
す
る
直
接
的
な

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
同

世
代
の
人
た
ち
が
あ
た
り
ま
え

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
箱
根

駅
伝
の
第
１
回
大
会
は
、
１
９

２
０
年
（
大
正
９
年
）
２
月
に

開
催
さ
れ
、
参
加
校
は
東
京
高

等
師
範
・
明
治

大
学
・
早
稲
田

大
学
・
慶
應
義

塾
大
学
の
４
校

で
し
た
。
法
政

大
学
が
参
加
し

た
の
は
第
２
回

大
会
か
ら
で
、

昨
年
の
第
９９
回

大
会
ま
で
の
出

場
回
数
は
８３
回

と
な
り
、
中
央

（
９６
回
）・
早
稲
田
（
９２
回
）・

日
大
（
８９
回
）
に
次
ぎ
４
番
目

に
多
い
出
場
を
誇
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
で
箱
根
駅
伝

七
不
思
議
と
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
い
ま
だ
に
優
勝
経
験
が

あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
最
高
順
位

は
、
３１
年
（
昭
和
６
年
）
１２
回

大
会
と
４３
年
（
昭
和
１８
年
）
２２

回
大
会
の
第
３
位
が
最
高
記
録

で
す
。
な
お
、
４１
、
４２
、
４４
、

４５
、
４６
年
は
開
催
し
て
い
ま
せ

ん
。
戦
時
中
の
昭
和
１８
年
に
実

施
で
き
た
の
は
、
紀
元
二
千
六

百
三
年
を
記
念
し
た
靖
国
神

社
・
箱
根
神
社
間
往
復
の
「
関

東
学
徒
鍛
錬
継
走
大
会
」
と
銘

打
っ
た
か
ら
で
し
た
。
靖
国
神

社
で
参
拝
後
に
大
鳥
居
前
を
出

発
、
復
路
の
第
９
区
で
１
位
の

法
政
は
、
１０
区
で
日
大
・
慶
應

に
抜
か
れ
総
合
第
３
位
と
な
り

ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
徳
本
監
督
の�

�

駿
大
と
対
決

学
生
選
手
で
記
憶
に
残
る
の

は
、２
０
０
０
年
（
平
成
１３
年
）

７６
回
大
会
で
１
区
を
走
り
、
２

位
を
１
分
以
上
離
す
独
走
を
見

せ
た
、
当
時
社
会
学
部
２
年
、

現
駿
河
台
大
学
監
督
の
徳
本
一

善
選
手
で
す
。
こ
の
時
、
徳
本

選
手
の
襷
を
第
２
区
で
受
け

取
っ
た
の
は
、
主
将
で
エ
ー
ス

の
社
会
学
部
４
年
、
現
法
政
大

学
監
督
の
坪
田
智
夫
選
手
で
し

た
。
２
人
は
こ
の
時
の
１
区
・

２
区
の
区
間
記
録
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。結
局
こ
の
大
会
で
は
、

総
合
４
位
と
な
り
ま
し
た
が
、

徳
本
選
手
を
中
心
に
、
優
勝
も

間
近
な
オ
レ
ン
ジ
・
エ
キ
ス
プ

レ
ス
疾
風
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
徳
本
選
手
が
主
将
と

な
り
、
今
年
こ
そ
は
と
臨
ん
だ

０２
年
（
平
成
１５
年
）
大
会
、
な

ん
と
徳
本
選
手
が
２
区
で
肉
離

れ
を
起
こ
し
棄
権
と
な
っ
た
テ

レ
ビ
の
映
像
は
、
駅
伝
フ
ァ
ン

な
ら
ず
と
も
記
憶
に
残
り
ま

す
。
１
０
０
回
大
会
で
坪
田
監

督
が
育
て
た
法
大
選
手
と
徳
本

監
督
が
育
て
た
駿
大
選
手
が
同

じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
の

は
、
箱
根
駅
伝
の
歴
史
の
因
縁

と
言
え
ま
す
。

現
在
、
法
政
は
１６
年
（
平
成

２８
年
）
９２
回
大
会
か
ら
連
続
出

場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

数
年
、
沿
道
声
援
も
制
限
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
大
会

で
は
オ
レ
ン
ジ
の
襷
を
声
高
ら

か
に
応
援
し
た
い
も
の
で
す
。

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
、
大
正
・

昭
和
・
平
成
・
令
和
、
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
オ
レ
ン
ジ

の
襷
が
、
い
つ
か
真
っ
先
に

ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
る
こ
と
を

願
い
、
社
会
学
部
同
窓
会
は
応

援
し
続
け
ま
す
。

（
第
３
面
に
坪
田
智
夫
陸
上

部
駅
伝
監
督
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
載
）

１
９
４
０
年
以
来
３
年
ぶ
り

の
開
催
は
話
題
性
十
分
で
す

が
、
記
事
の
小
さ
さ
が
当
時
の

社
会
状
況
を
物
語
り
ま
す
。

年
初
の
恒
例
行
事
、
箱
根
駅
伝
（
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
）
は
今
年
１
０
０
回
目
。
そ

の
歴
史
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
戦
争
が
激
化
し
た
４３
年
（
昭
和
１８
年
）
に
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
年
の
秋
に
は
学
徒
出
陣
壮
行
会
が
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
選
手
や
応
援

の
学
生
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
参
加
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
社
会
学
部
同
窓
会
は
今

年
も
法
政
の
オ
レ
ン
ジ
の
襷

た
す
きを

応
援
し
ま
す
。
１０
月
１６
日
に
中
会
長
が
恒
例
の
新
米
差
し
入
れ
で
選

手
を
激
励
、
１
月
３
日
に
は
品
川
駅
前
に
て
同
窓
会
旗
を
振
り
声
援
を
送
り
ま
す
。�

（
髙
橋
敏
）

「
彼
ら
は
私
た
ち
だ　

い
ま
若
者
が
外
国
人
支
援
に
動
く
理
由
」。
朝
日
新
聞
は
２

０
２
１
年
８
月
に
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
の
特
集
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
１９
年
６

月
発
行
の
同
窓
会
報
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
田
所
真
理
子
ジ
ェ
イ
さ
ん
（
当
時
４
年

生
）も
登
場
し
て
い
ま
し
た
。
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
元
気
が
出
る
記
事
を
載
せ
た
い
、

そ
ん
な
思
い
で
彼
女
を
訪
ね
ま
し
た
。�

（
山
田
幹
夫
、
吉
川
新
吾
）

が
主
役
で
す
。
校
内
の
性
暴
力

や
セ
ク
ハ
ラ
を
告
発
す
る
よ
う

な
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
、
創

作
の
ダ
ン
ス
や
歌
で
主
張
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
い
よ
い

よ
当
日
に
な
っ
た
ら
メ
キ
シ
コ

の
中
心
部
に
何
万
人
も
の
老
若

男
女
が
集
ま
り
ま
す
。「
資
本

主
義
社
会
と
女
性
差
別
」
と
か

「
女
性
の
労
働
問
題
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
学
習
会
も
あ
り
ま
し

社
会
課
題
の
解
決
へ
。

仲
間
と
と
も
に
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
！

社
会
学
部
同
窓
会
　
会
長
　
中
　

正
美

２
０
２
４
年
、
新
春
の
お
喜

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清

祥
の
こ
と
と
ご
推
察
を
申
し
上

げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
、
ま
だ

ま
だ
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
き
っ
て

は
お
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
に
目

を
向
け
ま
す
と
、
痛
ま
し
い
光

景
が
毎
日
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
罪
の
な
い
子
ど

も
た
ち
の
無
残
な
姿
、
国
際
法

の
効
力
が
失
わ
れ
て
い
る
現
状

に
心
を
痛
め
る
ば
か
り
で
す
。

社
会
学
部
同
窓
会
で
は
、
正

会
員
数
の
減
少
に
伴
い
、
皆
さ

ん
か
ら
お
預
か
り
す
る
事
業
費

を
、
よ
り
有
効
活
用
す
る
手
段

と
考
え
、
今
年
度
も
事
業
の
柱

に
「
学
生
支
援
第
一
」
を
掲
げ

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
コ
ロ

ナ
禍
以
後
、
久
々
に
開
催
予
定

の
、
卒
業
祝
賀
会
補
助
金
の
増

額
や
優
秀
論
文
表
彰
者
の
増

員
、
新
就
活
セ
ミ
ナ
ー
（
職
業

社
会
論
へ
の
寄
付
講
座
）、
第

１
０
０
回
を
迎
え
る
箱
根
駅
伝

選
手
へ
の
応
援
な
ど
直
接
学
生

支
援
が
見
え
る
事
業
を
展
開
し

ま
す
。
ま
た
、
会
員
親
睦
の
一

環
と
し
て
、
新
年
会
や
大
人
の

グ
ル
メ
散
歩
な
ど
も
継
続
し
て

お
り
ま
す
。
会
報
や
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
通
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参

加
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。２

０
２
３
年
１０
月
２１
日
。
秋

晴
れ
の
下
、
神
宮
球
場
で
は
東

京
六
大
学
野
球「
法
政
対
明
治
」

の
対
抗
戦
。
内
野
・
応
援
席
は

両
校
と
も
た
く
さ
ん
の
大
学
野

球
フ
ァ
ン
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
今
回
、
初
の
試

み
と
し
て
法
学
部
、
経
営
学
部

と
の
合
同
応
援
（
２０
名
弱
）。

そ
し
て
大
応
援
団
・
チ
ア
ガ
ー

ル
は
も
ち
ろ
ん
野
球
観
戦
の
華

と
し
て
、
私
の
目
に
は
華
々
し

く
映
り
ま
し
た
。
視
線
を
少
し

お
ろ
し
た
内
野
席
の
片
隅
に
一

人
の
男
性
の
姿
が
目
に
留
ま
り

ま
し
た
。
男
性
の
年
齢
は
７５
歳

く
ら
い
に
思
え
ま
す
。
か
な
り

使
い
こ
な
し
た
ノ
ー
ト
に
何
や

ら
メ
モ
を
と
り
続
け
て
い
ま

す
。
ス
コ
ア
ブ
ッ
ク
？
そ
れ
も

お
手
製
の
。
継
続
的
な
観
戦
で

野
球
部
員
の
活
躍
を
記
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。＂
一

人
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
学
生
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
＂
を
体
現
す

る
姿
は
私
は
心
に
沁
み
ま
し

た
。学

生
の
皆
さ
ん
を
応
援
す
る

仕
方
は
様
々
で
す
。
応
援
団
と

共
に
声
を
大
に
し
て
一
喜
一
憂

す
る
こ
と
、
家
族
で
足
を
運
ん

で
声
援
を
送
る
こ
と
な
ど
、
法

政
大
学
を
愛
す
る
心
、
学
生
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
な
り
に
実
行
さ
れ
て
い
る

姿
を
改
め
て
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
た
一
日
で
し
た
。
ち
な
み

に
結
果
は
０
―
５
の
完
封
負
け

で
し
た
。
次
回
に
期
待
で
す
。

頑
張
れ　

法
政
！

中正美同窓会会長

新春インタビュー

た
。
そ
し
て
、
大
行
進
・
・
・
。

す
ご
い
規
模
で
す
。
同
世
代
の

若
者
も
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い

ま
す
。
日
本
だ
と
社
会
運
動
は

高
齢
者
中
心
の
イ
メ
ー
ジ
で
し

た
が
、
ま
る
で
違
い
ま
す
。
こ

う
し
た
運
動
は
社
会
的
な
影
響

力
が
あ
り
、
国
際
女
性
デ
ー
当

日
の
警
察
官
は
全
員
女
性
だ
っ

た
り
し
ま
し
た
。
警
察
の
対
応

に
影
響
を
与
え
る
ぐ
ら
い
の
運

動
で
す
。
メ
キ
シ
コ
の
政
府
も

気
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う

な
、
影
響
力
を
持
つ
社
会
運
動

に
初
め
て
出
会
っ
て
、
こ
う
い

う
の
が
社
会
を
変
え
て
い
く
の

だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
第
４
面
に
続
く
）

田所　真理子ジェイさん　（27歳）
「NPO 法人 POSSE」ボランティアスタッフ

筑波大学大学院　博士前期課程 在籍
社会学部　社会学科

2021年3月卒業（増田正人ゼミ）

今年の箱根駅伝は１００回目
法政大学最高順位は 

３位（昭和６年・１８年）

選手たちへ新米コシヒカリの差し入れ。写真左から
西沢康平（駅伝主務・経済学部4年）、髙橋一颯（選
手・社会学部3年）、松永伶（選手・経済学部4年）、
中会長（10月16日）

戦時中の箱根駅伝を報じる読売新聞（43年1月7日）

「
学
生
支
援
第
一
」で
、

「
学
生
支
援
第
一
」で
、

学
部
同
窓
会
の
新
た
な
カ
タ
チ
を
め
ざ
す

学
部
同
窓
会
の
新
た
な
カ
タ
チ
を
め
ざ
す

２０２４年　箱根駅伝応援・	
社会学部同窓会新年会のお知らせ

●駅伝応援
集合日時：２０２４年１月３日（水）午後０時３０分集合（雨天決行）
集合場所：�品川駅前（高輪口を出て、国道１号線を渡って左側付近。�

※オレンジ色のマスクをしている役員が目印です。

●新年会
集合時刻：１月３日（水）駅伝応援終了後、午後１時３０分頃から
会場：全席個室居酒屋「雅邸　品川」　会費：５千円ほど
申し込み：１２月２５日（月）までに電話かメールでご連絡ください。
社会学部同窓会事務局　メール：hoseishado２４２１@gmail.com
ＴＥＬ：０４２―７８３―２４２１（月曜開室・髙橋あて。留守電可）
事務局長　赤池慎一：０９０―５５８５―１０４９（問い合わせ担当）
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社会学部卒業生のみなさん　交流と連携を深めましょう！
在校生のみなさん　業界研究・就職相談も歓迎します！

株式会社　日本ビジネスマッチング
代表取締役 昭和５３年（１９７８年）３月　社会学部　社会学科　卒

体育会スケート部スピード部門ＯＢ会　会長
株式会社バイク王＆カンパニー　取締役　監査等委員

三上　純昭

会社を設立し２０年が経過しました。引き続きよろしくお願い申し上げます。
〒１０４―００４１　東京都中央区新富 １ ― ３ ― ９ 　須藤ビル ４Ｆ
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国際証券（株）［現　三菱Ｕ
ＦＪモルガン・スタンレー証
券（株）］　企業開発部長を経
て、平成 １３ 年（２００１ 年）１１ 月、
㈱日本ビジネスマッチングを
設立

ゼミ生との沖縄旅行での集合写真

社
会
学
部
教
授
会
執
行
部
の
先
生
方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
首

都
圏
父
母
懇
談
会
で
就
職
活
動
の
パ
ー
ト
に
登
壇
さ
れ
た
橋
立
大

駿
（
は
し
だ
て
・
た
い
し
ゅ
ん
）
さ
ん
（
社
会
学
科
４
年
、
堀
川

三
郎
ゼ
ミ
）
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就
活
の
話
を
メ
イ
ン

に
お
聞
き
し
ま
し
た
。�

（
聞
き
手
＝
髙
橋
敏
）

髙
橋　

今
年
（
２２
年
）
行
わ
れ

た
「
首
都
圏
父
母
懇
談
会
」
で

自
身
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

橋
立　

は
い
。
教
室
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
の
併
用
で
数
百
人
の
保
護
者

が
参
加
さ
れ
、
就
職
活
動
の
お

話
を
し
ま
し
た
。終
了
後
に
は
、

「
い
い
講
演
だ
っ
た
よ
」「
非
常

に
有
意
義
だ
っ
た
」
と
い
う
お

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

髙
橋　

ど
ち
ら
に
就
職
が
決

ま
っ
た
の
で
す
か
？

橋
立　

読
売
新
聞
東
京
本
社
の

記
者
職
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

実
は
、
何
度
か
挑
戦
し
た
も
の

の
上
手
く
い
か
ず
、
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
で
よ
う
や
く
内
定
を

い
た
だ
け
ま
し
た
。
第
一
志
望

が
読
売
新
聞
だ
っ
た
の
で
、

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
限
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
と
思
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

髙
橋　

読
売
新
聞
に
こ
だ
わ
っ

た
理
由
は
？

橋
立　

実
家
が
読
売
新
聞
を
購

読
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、「
読

売
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
新
聞
」
も
創

刊
準
備
号
か
ら
２
０
０
号
ぐ
ら

い
ま
で
購
読
し
て
い
た
の
で
、

自
分
に
と
っ
て
も
っ
と
も
親
し

み
の
あ
る
新
聞
社
で
し
た
。
ま

た
、
読
売
新
聞
は
、
現
場
の
声

を
取
り
入
れ
た
記
事
が
多
い
と

思
っ
て
い
て
、
自
分
も
現
場
を

取
材
し
て
記
事
を
書
く
記
者
に

な
り
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で

す
。
自
分
が
書
き
た
い
と
思
う

る
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋　

法
政
大
学
社
会
学
部
を

選
ん
だ
理
由
は
？

橋
立　

高
校
生
の
時
に
社
会
学

の
本
を
読
ん
で
、
漠
然
と
し
た

面
白
さ
、
奥
深
さ
を
感
じ
、
社

会
学
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
私
学
の
中
で
最
も

歴
史
の
あ
る
社
会
学
部
を
め
ざ

し
ま
し
た
。
大
学
１
年
時
は
コ

ロ
ナ
禍
で
つ
な
が
り
が
な
く
て

孤
独
感
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
徐
々
に
よ
い
仲
間

と
出
会
え
る
こ
と
が
で
き
、
学

生
生
活
が
充
実
し
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
２
年
生
か
ら
の
堀

川
三
郎
先
生
の
ゼ
ミ
で
、
社
会

学
っ
て
面
白
い
な
と
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
取
り
組

ん
で
い
る
卒
論
で
は
、
赤
い
三

角
屋
根
の
「
旧
国
立
駅
舎
」
の

記
事
が
載
っ
て
い
る
新
聞
社
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋　

新
聞
記
者
に
な
ろ
う
と

し
た
き
っ
か
け
は
？

橋
立　

世
の
中
に
は
知
ら
れ
て

い
な
い
問
題
と
知
ら
れ
て
い
る

問
題
が
あ
っ
て
、
知
ら
れ
て
い

な
い
問
題
は
い
つ
に
な
っ
て
も

解
決
さ
れ
な
い
し
、
そ
こ
で
苦

し
み
続
け
る
人
が
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
方
の
力
に
な
る
た
め

に
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と

思
っ
た
時
に
、
報
道
と
い
う
道

で
か
な
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
志
し
ま
し
た
。
ま

た
、
私
自
身
、
気
に
な
っ
た
こ

と
を
探
究
し
て
い
く
こ
と
が
好

き
な
性
格
で
、
自
分
の
祖
先
を

市
役
所
に
行
っ
て
戸
籍
謄
本
か

ら
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
自
分
の
強
み
を
生
か
せ

象
徴
性
に
つ
い
て
紐
解
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋　

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

生
活
は
ど
う
で
し
た
か
。

橋
立　

入
学
当
初
は
不
便
な
場

所
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
愛
着
を
持
っ
て
い
ま
す
。
静

か
で
、
勉
強
す
る
に
は
い
い
環

境
で
、安
心
で
き
る
場
所
で
す
。

髙
橋　

最
後
に
今
後
の
抱
負
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

橋
立　

誠
実
に
物
事
に
取
り
組

み
、
少
し
で
も
世
の
中
の
た
め

に
な
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋　

志
の
高
さ
に
感
銘
し
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
に
期
待

し
ま
す
。（
１１
月
７
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
）

読
売
新
聞
社
に
内
定

学生学生
インタビューインタビュー

報
道
を
通
じ
、
苦
し
ん
で
い
る

人
た
ち
の
力
に
な
り
た
い

ド
イ
ツ
の
社
会
学
理
論
の
研

究
が
中
心
で
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
い
っ
た
古
典

と
よ
ば
れ
る
社
会
学
者
の
学

説
、
９０
年
代
に
活
躍
し
た
ウ
ル

リ
ッ
ヒ
・
ベ
ッ
ク
な
ど
現
代
の

社
会
学
者
に
つ
い
て
論
文
を
書

い
て
き
ま
し
た
。
一
橋
大
学
の

社
会
学
部
と
社
会
学
研
究
科
の

出
身
で
、
社
会
思
想
史
の
ゼ
ミ

で
勉
強
し
ま
し
た
の
で
、
哲
学

や
思
想
が
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

社
会
問
題
や
政
治
思
想
に
も
関

心
を
拡
げ
て
き
ま
し
た
。

―
―
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
も
古
典
と

呼
ば
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
も
古
典
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。
私
の
分

野
は
、そ
の
次
の
古
典
「
候
補
」

が
あ
ま
り
現
れ
な
い
の
が
残
念

な
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
鈴
木
先
生
の
ゼ
ミ
で
は
、

現
在
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

テ
ー
マ
と
し
て
、「
現
代
に
お

け
る
批
判
的
社
会
理
論
の
可
能

性
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ

生
募
集
の
説
明
を
そ
の
ま
ま
紹

介
す
る
と
、「
理
論
的
な
著
作

を
丁
寧
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て

人
類
の
最
高
水
準
の
叡
智
を
実

感
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
理

論
家
た
ち
が
現
実
の
問
題
を
ど

の
よ
う
に
解
明
し
、
何
を
訴
え

よ
う
と
し
た
の
か
を
読
み
と
り

な
が
ら
、
我
々
は
現
実
を
ど
の

よ
う
に
批
判
す
べ
き
か
、
市
民

と
し
て
ど
の
よ
う
な
責
任
が
あ

る
の
か
を
考
え
ま
す
」
と
謳
っ

て
い
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、

半
期
ご
と
に
１
冊
テ
キ
ス
ト
を

講
読
し
、
夏
休
み
に
は
特
定
の

社
会
問
題
に
焦
点
を
あ
て
て
旅

行
に
行
き
ま
す
。
今
年
は
ゼ
ミ

の
福
島
旅
行
が
偶
然
に
も
原
発

の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
放
出
開
始

と
重
な
り
、
放
射
線
測
定
を
行

う
民
間
機
関
の
研
究
員
の
方
や

漁
業
関
係
者
に
生
々
し
い
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
現
在
、
教
授
会
執
行
部
の

主
任
と
し
て
「
教
務
」
を
担
当

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
。

は
い
。
コ
ロ
ナ
禍
が
ほ
ぼ
終

息
し
、
今
年
は
大
半
の
授
業
を

対
面
で
実
施
し
ま
し
た
。
学
部

で
は
２
０
１
８
年
に
大
き
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
行
い
、

２
０
２
２
年
に
語
学
の
改
革
を

行
っ
た
の
で
、
そ
の
成
果
を
確

認
し
な
が
ら
次
の
課
題
を
洗
い

出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
先
輩
と
の
繋
が
り
が

薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
せ
い

か
、
ゼ
ミ
を
履
修
す
る
学
生
が

少
し
減
っ
て
き
た
こ
と
が
課
題

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
ゼ
ミ
を
履
修
す
る
学
生
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
か
。

は
い
。
大
規
模
講
義
ば
か
り

で
は
な
く
、
学
生
同
士
が
少
人

数
で
刺
激
を
与
え
あ
う
環
境
を

ふ
た
た
び
整
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
先
日
は
、
朝
鮮
語

―
―
ま
ず
は
簡
単
に
自
己
紹
介

を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
か
ら
教
授
会

主
任
を
務
め
て
い
る
鈴
木
宗
徳

（
す
ず
き
・
む
ね
の
り
）
と
申

し
ま
す
。
社
会
学
部
に
は

２
０
０
８
年
に
赴
任
し
て
い
ま

す
。

―
―
鈴
木
先
生
の
ご
専
門
に
つ

い
て
、
簡
単
に
ご
教
示
く
だ
さ

い
。

教
員
や
学
生
が
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
自
分
を
成
長
さ
せ
ら
れ
る

機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

在
学
中
に
思
う
存
分
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん

は
、
ぜ
ひ
旧
交
を
あ
た
た
め
後

輩
を
励
ま
し
に
母
校
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。

―
―
鈴
木
先
生
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

橋立大駿さん鈴木宗徳先生

「
現
代
に
お
け
る
批
判
的
社
会
理
論
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に

教
授
会
主
任
と
し
て
教
務
を
担
当
、改
革
の
課
題
を
洗
い
出
す

鈴
木
　
宗
徳
　
教
授
　（「
公
共
性
と
民
主
主
義
Ⅰ
・
Ⅱ
」
担
当
）

の
履
修
を
希
望
す

る
１
年
生
が
増
え

た
た
め
ク
ラ
ス
数

を
増
や
す
議
論
を

し
ま
し
た
。

―
―
最
後
に
、
現

役
の
社
会
学
部
生

や
社
会
学
部
卒
業

生
に
伝
え
た
い
こ

と
な
ど
お
願
い
し

ま
す
。

社
会
学
部
に
は

277367同窓会会報63号[1-8].indb   2277367同窓会会報63号[1-8].indb   2 2023/12/06   11:47:152023/12/06   11:47:15



3
校 (3)　2024 年（令和 6 年）　1 月 1 日 【法政大学の今・社会学部の今】 法政大学社会学部同窓会報 第 63 号

社
会
学
部
同
窓
会
の
皆
様
、

日
頃
よ
り
陸
上
競
技
部
へ
の
ご

支
援
ご
声
援
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
前
回
大
会
の
第

９９
回
箱
根
駅
伝
を
総
合
７
位
で

２
年
連
続
と
な
る
シ
ー
ド
権
を

獲
得
し
、
記
念
大
会
と
な
る
節

目
の
１
０
０
回
大
会
の
出
場
権

法
政
大
学
社
会
学
部
の
卒
業

生
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
校
友
会

で
は
多
く
の
行
事
が
対
面
に
よ

る
実
活
動
を
再
開
し
、
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
併
用
に
よ
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
活
動
も
定
着

致
し
ま
し
た
。
昨
年
１
月
に
東

京
台
場
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
２
３
年
オ
ー
ル
法
政
新

年
を
祝
う
会
」
で
は
、「
持
続

可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
チ
ー
ム
目
標
の
総
合
５
位

以
内
に
は
１０
秒
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
復
路
で
は
上
位
を
見

据
え
な
が
ら
も
順
位
変
動
の
激

し
い
厳
し
い
レ
ー
ス
を
勝
ち
抜

き
シ
ー
ド
権
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
も
、
２
日
間
に
わ

た
り
箱
根
路
を
オ
レ
ン
ジ
色
に

染
め
、
選
手
達
に
い
た
だ
い
た

熱
い
応
援
が
力
に
変
わ
り
、
苦

し
い
局
面
も
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
１
０
０
回
大

会
の
チ
ー
ム
目
標
は
昨
年
度
達

臣
の
講
演
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
第
６３
次
南
極
地
域

観
測
隊
越
冬
隊
長
と
し
て
南
極

で
活
動
中
の
社
会
学
部
澤
柿
教

授
と
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
ぎ
、
観
測
活
動
の
社
会
貢
献

に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
く
残
っ
て

い
ま
す
。
式
典
の
様
子
は
、
そ

の
ま
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
さ
れ
、
当
日
会

場
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
全
国

の
卒
業
生
の
方
に
も
オ
ン
ラ
イ

箱
根
駅
伝
１
０
０
回
大
会
に
想
う

�

法
政
大
学
陸
上
部
駅
伝
監
督　

坪
田　

智
夫

�

（
社
会
学
部　

社
会
政
策
科
学
科　

２
０
０
０
年
３
月
卒
業
）

成
出
来
な
か
っ
た
総
合
５
位
以

内
で
す
。
チ
ー
ム
法
政
と
し
て

皆
さ
ん
と
一
緒
に
達
成
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

現
在
、
指
導
者
と
し
て
１４
年

目
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

選
手
と
し
て
は
３
回
の
箱
根
駅

伝
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
人
生
の
半
数
近
く
を
箱
根

駅
伝
と
歩
ん
で
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
子
供
の
頃
に
は
想
像

さ
え
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
陸
上
競
技
と
出
会
い
箱
根

ン
で
参
加
い
た
だ
け
た
こ
と
は

大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
国
内
の
少
子
化
・
人

口
減
少
は
加
速
度
的
に
進
み
、

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す

ま
す
厳
し
く
な
り
ま
す
。
生
産

労
働
人
口
の
減
少
は
深
刻
で
企

業
の
Ａ
Ｉ
導
入
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
の

官
民
で
の
対
応
が
急
務
で
す

が
、
受
験
人
口
の
減
少
は
、
各

大
学
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
は
高
度
経
済
成
長
時
代
の

真
只
中
の
１
９
６
９
年
に
和
歌

山
県
の
公
立
高
校
を
卒
業
後
、

社
会
が
大
き
く
変
貌
す
る
中

で
、
漠
然
と
将
来
の
夢
を
見
つ

つ
、
日
本
社
会
を
先
取
り
し
よ

う
と
、
法
政
大
学
社
会
学
部
の

駅
伝
に
関
わ
れ
た
こ
と
で
人
と

し
て
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
選
手
時
代
に
は

最
終
学
年
で
２
区
区
間
賞
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
２
年
時
に
予
選
落
ち
し
箱

根
駅
伝
の
走
路
員
も
経
験
し
ま

し
た
。
指
導
者
と
し
て
も
近
年

安
定
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
が
、
２
年
連
続
で

箱
根
予
選
会
で
敗
退
し
当
時
の

選
手
達
に
悔
し
い
想
い
も
経
験

さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
悔
し
い
経
験
は
糧
と
な
り
、

そ
の
後
の
自
身
の
成
長
に
繋
が

り
ま
し
た
。
成
功
体
験
や
競
技

力
の
向
上
だ
け
を
伝
え
る
の
で

な
く
、
法
政
大
学
で
学
び
箱
根

駅
伝
を
経
験
し
た
も
の
を
そ
の

門
戸
を
叩
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

半
世
紀
を
経
て
、
法
政
大
学
社

会
学
部
は
現
在
の
日
本
社
会
、

国
際
社
会
が
抱
え
る
様
々
な
課

題
に
取
り
組
む
国
内
有
数
の
私

立
大
学
・
学
部
と
な
り
ま
し
た
。

法
政
大
学
が
直
面
す
る
諸
課
題

に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。今

年
は
、
校
友
会
が
一
般
社

団
法
人
に
移
行
し
て
十
年
目
を

迎
え
ま
す
。
終
身
会
員
数
は

７
万
人
を
超
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー

組
織
は
８３
団
体
、
海
外
団
体
１４

か
国
、
１８
拠
点
に
ま
で
拡
大
し

ま
し
た
。
校
友
会
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
充
、
大
学
支
援
に

力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
が
、
社

会
学
部
同
窓
会
を
は
じ
め
と
す

る
学
部
同
窓
会
、
そ
し
て
全
国

都
道
府
県
校
友
会
、
卒
業
生
団

体
の
皆
様
と
連
携
し
て
法
政
大

学
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

後
の
人
生
に
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
指
導
す
る
の
が
私
の
仕
事
と

考
え
て
い
ま
す
。

陸
上
競
技
部
は
１
９
２
１
年

の
第
２
回
大
会
か
ら
出
場
し
、

前
回
大
会
の
出
場
で
８３
回
の
出

場
回
数
と
な
り
ま
す
。
大
会
を

前
に
し
て
１
０
０
回
と
い
う
歴

史
を
積
み
重
ね
、
今
や
全
国
の

多
く
の
子
供
達
の
夢
の
舞
台
と

な
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
大
会

へ
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
大
会

関
係
者
や
地
元
住
民
の
方
々
の

想
い
、
第
２
回
大
会
１
区
の
渡

辺
三
郎
先
輩
が
ス
タ
ー
ト
を
切

り
８
３
０
名
の
先
輩
方
が
襷
を

繋
い
で
こ
ら
れ
た
陸
上
競
技
部

の
先
輩
方
の
想
い
を
忘
れ
ず

１
０
０
回
大
会
に
挑
み
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
１
９
８
６
年

３
月
に
社
会
学
部
を
卒
業
し
た

常
務
理
事
の
小
澤
雄
司
で
す
。

２
０
２
３
年
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
大
学
の
動
き
に
つ
い
て
紹

介
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
一
般
入
試
の

結
果
で
す
が
、
志
願
者
数
は
前

年
の
１０
万
８
３
４
３
名
か
ら
９

２
９
２
名
減
少
し
、
９
万
９
０

５
１
名
と
な
り
ま
し
た
。
延
べ

の
志
願
者
数
で
は
、
全
国
で
第

４
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
一

と
な
り
、
前
年
の
７４
・
９
％
よ

り
も
上
昇
し
ま
し
た
。
な
お
、

実
際
の
志
願
者
数
（
実
志
願
者

数
）
で
は
、
本
学
は
４
万
８
９

５
５
名
で
、
明
治
大
学
に
次
い

で
全
国
２
位
で
し
た
。

３
月
２４
日
に
は
第
１
４
１
回

学
位
授
与
式
が
、
４
月
３
日
に

は
２
０
２
３
年
入
学
式
が
、
そ

れ
ぞ
れ
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
前
年
ま
で
と
は
異
な

り
、
間
隔
を
空
け
な
い
着
席
方

式
に
改
め
ま
し
た
の
で
、
１
名

ま
で
と
の
制
限
付
き
で
し
た

が
、
４
年
振
り
に
保
護
者
の
参

列
が
出
来
る
よ
う
配
慮
し
、
学

位
授
与
式
で
は
約
８
６
０
０

名
、
入
学
式
に
は
１
万
２
５
０

０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

特別寄稿
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
、

大
学
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す

一
般
社
団
法
人　
　

法
政
大
学
校
友
会　

会
長

�

　

竹
中　

宣
雄

東産業株式会社　焼肉店舗設備

東
あずま
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河村　勝弘取締役副社長

村串　仁三郎　法政大学名誉教授　著
『高度成長期日本の国立公園』
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（時潮社、３５００円）
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TEL０４５-８6４-１666

１９７１年３月卒業
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法政大学体育会水泳部顧問
法政大学法友体育会事務局長
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の『
価
値
』創

造
」を
テ
ー

マ
に
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言

に
ま
つ
わ
る

菅
前
総
理
大

方
で
、
志
願
者

の
一
都
三
県

（
東
京
都
、
埼

玉
県
、千
葉
県
、

神
奈
川
県
）
比

率
は
７５
・
２
％

新
型
コ
ロ
ナ
関
係
で
は
、
２

０
２
３
年
度
は
「
大
学
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
行
動
方
針
を
レ
ベ

ル
１（
制
限
小
）に
設
定
し
、
各

キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室
収
容
定
員

を
１
０
０
％
に
戻
し
、
対
面
を

基
本
と
し
て
授
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
ま
た
５
月
８
日
か
ら
政

府
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

が
、「
２
類
相
当
」
か
ら
「
５
類
」

に
移
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

５
月
１５
日
よ
り
レ
ベ
ル
０
（
制

限
な
し
）に
移
行
し
ま
し
た
。こ

れ
に
伴
い
２
０
２
０
年
２
月
、

学
内
に
設
置
し
た
危
機
対
策
本

部
を
５
月
２４
日
の
第
１
２
８
回

を
持
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
し
て
お
り

ま
し
た
卒
業
５０
年
記
念
行
事

を
、
１
９
６
９
年
度
、
１
９
７

０
年
度
、
１
９
７
１
年
度
、
１

９
７
２
年
度
に
卒
業
さ
れ
た
皆

様
を
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

招
き
し
、
９
月
７
日
に
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
３
０
０
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
行
事

終
了
後
に
は
、
大
き
く
変
わ
っ

た
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
記

念
写
真
を
撮
り
合
う
様
子
が
各

所
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、「
第
二
期
中
期
経
営

計
画
」（
２
０
２
２
～
２
０
２

５
年
度
）
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
「
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
」
に
加
え
、

５
つ
の
取
り
組
み
を
軸
に
進
め

ら
れ
、
数
値
目
標
も
含
め
、
本

学
が
目
指
す
姿
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。
詳
細
は
、
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
も
な
く
、
２
０
２
４
年
度

一
般
入
試
の
出
願
が
始
ま
り
ま

す
。
１８
歳
人
口
が
減
少
す
る
な

か
、
２
０
２
３
年
度
は
、
５３
・

３
％
の
私
立
大
学
が
定
員
割
れ

と
の
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

す
ま
す
、
受
験
生
を
集
め
る
こ

と
が
難
し
く
な
る
状
況
が
進
む

と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
引
き

続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

竹中宣雄校友会会長
（73 年卒　中野収ゼミ）

小澤雄司常務理事

大
学
近
況
レ
ポ
ー
ト

２
０
２
３
年
の
振
り
返
り

常
務
理
事�　

小
澤　

雄
司

卒業後も続く！HOSEI社会学部コミュニティ

ぜひ社会学部同窓会の正会員に！
法政大学社会学部同窓会は、社会学部卒業生の親睦の
ために社会学部の先生方と力を合わせてつくった団体で
す（「一般社団法人　法政大学校友会」のパートナー組
織の１つ）。社会学部教授会と定期的に懇談し、卒業後
も続く法政大学社会学部コミュニティづくりのために活
動しています。正会員の皆さまからいただく年会費３千
円で自主運営しています。まだ未加入の方はぜひ加入し
てください。気軽にご参加ください。
　正会員になるには同窓会ホームページの
入会フォームに必要事項を記入し、正会員
加入の意思をお伝えください。メールや
FAXでもOKです。正会員加入申込書をお
送りします（QRコードをご利用ください）。
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2024 年（令和 6 年）　1 月 1 日　(4)【交流の広場】法政大学社会学部同窓会報第 63 号
【
北
海
道
】

札
幌
市

７７
年
卒　

橋
本　

正
樹

同
窓
会
へ
の
入
会
を
検
討
し

始
め
て
か
ら
数
年
が
経
ち
、
今

年
や
っ
と
入
会
し
ま
し
た
。
今

後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
今
年
は
入
学
し
た
年
か
ら

数
え
て
５０
年
の
節
目
の
年
で
あ

り
、
友
人
達
と
も
久
々
再
会
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
、
ゼ
ミ
の
友

人
と
は
４
年
前
に
会
っ
て
以

来
、
今
年
こ
そ
は
、
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
再
会
を
果
た
し
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
時
代
で
す
か

ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
駆
使
す
れ
ば
安

否
確
認
は
で
き
る
の
で
安
心
し

て
い
ま
す
が
、
や
は
り
対
面
で

会
う
こ
と
に
勝
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
来
年
こ
そ
は
再
会
を

願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
北
川
隆
吉
ゼ
ミ
）

【
千
葉
県
】

柏
市

６１
年
卒�　
中
村　

一
廣

６２
号
同
窓
会
報
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
今
、
終

活
中
で
自
宅
の
整
理
を
し
て
い

た
ら
会
報
の
創
刊
号
が
出
て
来

ま
し
た
。「
女
優
の
星
野
知
子

さ
ん
と
中
野
教
授
の
対
談
」。

特
に
教
授
の
対
談
後
記
が
面
白

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
忘
れ
て

い
た
私
の
名
刺
広
告
も
あ
り
、

当
時
の
良
き
時
代
を
思
い
出
し

た
次
第
で
す
。

�

（
増
島
宏
ゼ
ミ
）

※
中
村
様
は
創
刊
号
よ
り
名

刺
広
告
を
一
度
も
欠
か
す
こ
と

な
く
掲
載
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
同
窓
会
報
が
継
続
し
て
い

る
の
も
中
村
様
の
よ
う
に
ご
支

援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
お
陰

で
す
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

�

（
事
務
局
）

【
東
京
都
】

葛
飾
区

６３
年
卒　

河
村　

勝
弘

令
和
６
年
２
月
１１
日
で
８４
歳

で
す
。
そ
こ
で
お
願
い
。
私
が

歩
け
る
間
に
市
ヶ
谷
本
校
を
見

学
し
た
く
・
・
・
。
で
き
れ
ば

ど
の
部
分
が
現
在
の
こ
の
部
分

と
分
か
り
や
す
く
。
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
回
り
ま
す
。
案
内

図
あ
れ
ば
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

私
が
元
気
な
う
ち
は
よ
ろ
し

く
。�

（
土
生
長
穂
ゼ
ミ
）

※
河
村
様　

同
窓
会
総
会
で

は
、毎
年
、総
会
に
先
立
ち
市
ヶ

谷
校
舎
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

案
内
図
は
、
手
配
の
上
お
送
り

し
ま
す
。

�

（
事
務
局
）

渋
谷
区

５７
年
卒　

太
田　

昭
郎

卒
業
し
て
６６
年
の
月
日
が
流

れ
た
。
職
に
つ
い
て
３８
年
。
定

年
で
退
職
後
も
間
を
お
い
て
働

き
だ
し
、
５
年
働
い
て
以
後
は

年
金
を
受
給
す
る
側
で
生
き
て

い
ま
す
。
カ
メ
ラ
仲
間
と
作
品

を
持
ち
寄
り
先
生
に
あ
れ
こ
れ

指
導
し
て
い
た
だ
き
、
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
所
用
で
中
央
線
を
使
用

す
る
と
き
飯
田
橋
―
市
ヶ
谷
間

を
歩
い
て
母
校
の
正
面
に
立

ち
、卒
業
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

�

（
村
山
重
忠
ゼ
ミ
）

世
田
谷
区

０４
年
卒　

鈴
木　

優
介

先
日
コ
ロ
ナ
禍
に
入
る
前
以

来
に
田
口
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
卒
業
し
て
ご
家
庭
を

持
っ
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
増
え
て

き
た
た
め
、
お
子
様
と
の
参
加

も
Ｏ
Ｋ
に
し
て
み
た
と
こ
ろ
総

勢
３０
名
弱
が
集
ま
り
ま
し
た
。

田
口
先
生
を
中
心
に
会
話
の
花

が
咲
き
、「
ま
た
来
年
も
集
ま

り
た
い
ね
」
と
笑
顔
で
家
路
に

つ
き
ま
し
た
。「
よ
き
師
よ
き

友
」
と
ま
た
再
会
で
き
る
の
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

�

（
田
口
博
雄
ゼ
ミ
）

【
神
奈
川
県
】

厚
木
市

７２
年
卒　

小
野　

三
男

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
と
大
谷
翔

平
選
手
の
活
躍
に
複
雑
な
心
境

で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
ま
す
。

来
年
の
パ
リ
五
輪
に
ロ
シ
ア
の

参
加
は
個
人
の
資
格
で
あ
っ
て

も
承
認
す
べ
き
で
な
い
と
思
い

ま
す
。
ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
と
侵

略
、
戦
争
犯
罪
は
同
列
で
は
な

い
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
賢
明
な
判
断
を

期
待
し
た
い
。
一
句
「
海
岸
へ

紫
陽
花
揺
ら
し
電
車
過
ぐ
」。

�

（
田
沼
肇
ゼ
ミ
）

川
崎
市

８５
年
卒�

大
平　

智
弘

私
は
体
育
会
準
硬
式
野
球
部

出
身
で
す
。
Ｏ
Ｂ
会
の
副
理
事

長
を
任
務
し
て
お
り
、
春
・
秋

の
六
大
学
の
リ
ー
グ
戦
に
は
１

回
担
当
理
事
と
し
て
母
校
戦
に

顔
を
出
し
ま
す
。
そ
の
都
度
、

学
生
達
か
ら
は
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
還
暦
を
迎
え

ま
し
た
が
、
今
後
も
微
力
な
が

ら
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
フ
レ
ー
フ
レ
ー
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
！

�
（
藤
本
ゼ
ミ
）

【
静
岡
県
】

静
岡
市

７５
年
卒�

尾
国　
　

健
一
郎

体
調
面
で
の
事
は
聞
い
て
お

り
ま
し
た
が
同
窓
会
報
６１
号
に

て
石
川
淳
志
先
生
の
訃
報
に
接

し
ま
し
た
。
信
州
や
伊
豆
で
の

ゼ
ミ
合
宿
、
そ
し
て
先
生
の
お

お
ら
か
な
人
柄
が
思
い
返
さ
れ

ま
す
。
改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
何
人
か
と
は

連
絡
が
取
れ
て
い
ま
す
が
、
ゼ

ミ
仲
間
も
古
希
を
過
ぎ
た
頃
、

石
川
先
生
を
偲
ぶ
と
と
も
に
あ

の
頃
に
戻
っ
て
一
度
会
う
機
会

が
持
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

�

（
石
川
淳
志
ゼ
ミ
）

し
た
。
行
動
す
る
中
で
社
会
の

見
え
方
や
、自
分
の
生
き
方
が
、

定
ま
っ
て
き
た
っ
て
い
う
感
じ

で
す
。

―
―
大
学
生
活
の
ほ
う
は
？
卒

業
論
文
は
？

卒
業
論
文
は
「
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
の
連
帯
経
済
」
に
つ
い
て

書
き
ま
し
た
。
連
帯
経
済
と
は

一
言
で
言
う
と
、
お
金
儲
け
を

目
的
と
し
た
生
産
で
は
な
い
取

り
組
み
が
色
々
な
形
で
広
が
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

テ
ー
マ
が
大
き
す
ぎ
て
書
き
き

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
工
藤
律
子

さ
ん
の
『
ル
ポ　

雇
用
な
し
で

生
き
る
．
ス
ペ
イ
ン
発
「
も
う

ひ
と
つ
の
生
き
方
」へ
の
挑
戦
』

（
岩
波
書
店
）
は
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

―
―
大
学
院
に
進
ん
だ
の
で
す

ね
何
と
か
筑
波
大
学
大
学
院
に

合
格
し
、
２３
年
４
月
か
ら
「
国

際
公
共
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
修

士
課
程
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

技
能
実
習
生
を
中
心
に
外
国
人

労
働
者
の
問
題
で
研
究
計
画
を

立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
日

本
社
会
は
外
国
人
の
労
働
な
し

に
は
成
り
立
た
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
永
住
権
を

持
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
も
い
れ

ば
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
技
能
実

習
生
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人

は
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、
別
個
に
扱
わ
れ
、
分

断
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
ど
う
や
っ
て
乗
り
越
え

て
い
く
か
。
制
度
的
な
壁
の
問

題
を
含
め
て
、
実
証
的
に
研
究

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

か
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
る
の

か
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
か
、

国
際
支
援
か
、
色
々
考
え
ま
し

た
。そ

ん
な
時
、
ポ
ッ
セ
の
活
動

を
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で

知
り
、
参
加
し
た
い
な
、
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
事

者
に
直
接
交
渉
し
て
改
善
を
し

て
い
く
活
動
は
面
白
そ
う
。
社

会
課
題
の
解
決
に
自
分
も
関
わ

れ
る
の
で
は
な
い
か
な
っ
て
思

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
変
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
、
と
は

漠ば
く
ぜ
ん然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ポ
ッ
セ
で
活
動
す
る
中
で
見
え

て
き
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
社
会
運
動
、
下
か
ら

の
動
き
が
大
事
、
と
い
う
こ
と

で
す
。

今
、世
界
を
見
渡
す
と
、色
々

な
運
動
が
政
府
の
判
断
や
政
策

立
案
に
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
や
ろ
う
と
思
え

ば
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
。
小
さ
く
て
も
１
つ
１
つ
の

行
動
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
非
正
規
労
働
者
に

は
未
払
い
だ
っ
た
休
業
支
援
金

を
会
社
に
払
わ
せ
た
り
、
技
能

す
。
私
が
研
究
し
て
い
る
外
国

人
の
労
働
に
限
っ
て
も
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
外
国
人
が
危
険

な
仕
事
に
就
か
ざ
る
を
え
な
く

て
死
傷
事
故
も
起
き
て
い
る
。

悲
惨
な
事
件
・
事
故
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
全
然
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
な
、
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ポ
ッ
セ
に
は
そ
う
い
っ

た
相
談
が
た
く
さ
ん
来
ま
す
。

そ
れ
ら
を
取
材
し
て
記
事
に
し

て
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
規
模
で
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
問
題
提
起
し
て
い
く
活
動

は
絶
対
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
力
を
つ
け
て
い
き
た

い
、
と
い
う
の
が
私
の
今
の
思

い
で
す
。

ポ
ッ
セ
で
は
全
国
各
地
か
ら

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
来
る
相

談
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
で

も
こ
う
し
た
活
動
は
ま
だ
ま
だ

知
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
の
課
題
は
私
た
ち
の

活
動
を
全
国
の
隅
々
ま
で
知
ら

せ
て
い
く
こ
と
。
法
政
大
学
の

卒
業
生
も
全
国
に
散
ら
ば
っ
て

い
ま
す
。
地
方
に
戻
っ
て
何
か

意
味
あ
る
こ
と
を
し
た
い
っ
て

思
っ
て
い
る
若
い
人
は
た
く
さ

ん
い
る
は
ず
。
つ
な
が
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

（
ポ
ッ
セ
）（
今
野
晴
貴
代
表
）

は
、
労
働
や
貧
困
問
題
に
取
り

組
む
団
体
。
相
談
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
権
利
行
使
の
サ
ポ
ー
ト

に
加
え
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
発
信

な
ど
を
つ
う
じ
て
、
労
働
・
貧

困
の
現
場
か
ら
社
会
に
影
響
を

与
え
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

知
識
広
げ
た 

社
会
学
部
の
学
び

メ
キ
シ
コ
に
行
く
前
か
ら

色
々
な
社
会
運
動
に
関
心
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
背
景

に
は
法
政
大
学
社
会
学
部
の
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。
社
会
学
部

の
先
生
方
は
授
業
内
で
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
香
港
の
「
雨
傘

革
命
」
の
こ
と
と
か
、
台
湾
の

学
生
運
動
、
ア
メ
リ
カ
の
ゲ
リ

ラ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
ス

ペ
イ
ン
語
の
先
生
が
見
せ
て
く

れ
た
り
・
・
・
。
海
外
の
若
い

人
た
ち
の
社
会
運
動
に
つ
い

て
、
授
業
を
通
じ
て
知
る
機
会

が
色
々
あ
っ
て
自
然
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
の
充

実
し
た
蔵
書
、
大
原
社
会
問
題

研
究
所
の
存
在
も
労
働
の
視
点

か
ら
の
研
究
活
動
を
す
る
う
え

で
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。2023年10月９日、東京都世田谷区の

ポッセ事務所にて

―
―
将
来
の
夢
は
？

貧
困
問
題
の
解
決
に
自
分
の

力
を
生
か
し
た
い
と
い
う
思
い

は
在
学
中
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
研
究
者
の
道
が
一
つ
。

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
目
指

し
た
い
な
、
と
い
う
気
持
ち
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
し
な
き
ゃ
い

け
な
い
段
階
で
す
け
れ
ど
、
世

の
中
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
実
態
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

※
卒
業
年
は
３
月
時
点
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

新春インタビュー
 田所 真理子ジェイ さん（２０２１年 ３ 月卒業）

将来は研究者か、ジャーナリストに

（第 1面の続き）

留学先のメキシコで友人と国際女性デーのデモ行進に参加

コ
ロ
ナ
禍
で
帰
国
早
ま
る

生
き
方
を
模
索

留
学
は
２
０
２
０
年
６
月
ま

で
の
予
定
で
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
４
月
に
帰
国
。
就
職

活
動
の
時
期
で
す
。
で
も
、
社

会
が
混
沌
と
し
て
い
る
危
機
の

時
に
、
自
分
は
ど
う
い
う
進
路

を
選
ぶ
べ
き
か
、
す
ご
く
考
え

ま
し
た
。

貧
困
問
題
や
差
別
の
問
題
は

ど
う
や
っ
た
ら
解
決
で
き
る
の

実
習
生
に
セ
ク

ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ

ラ
を
し
た
人
に

謝
罪
を
さ
せ
た

り
・
・
・
。
み

ん
な
で
力
を
合

わ
せ
れ
ば
、
会

社
や
行
政
の
行

動
を
変
え
さ
せ

る
こ
と
が
で
き

る
ん
だ
っ
て
い

う
実
感
が
強
く

な
っ
て
い
き
ま
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大
学
卒
業
後
、
共
同
ピ
ー

ア
ー
ル
と
い
う
Ｐ
Ｒ
会
社
に

就
職
し
、
広
報
の
仕
事
に
就

き
ま
し
た
。
面
白
い
話
を
見

つ
け
て
無
料
で
記
事
を
作
っ

て
売
り
込
む
専
門
家
集
団
で

し
た
。
興
味
を
持
っ
て
調
べ

た
江
戸
時
代
の
画
家
・
伊
藤

若
冲
を
売
り
込
み
、
メ
デ
ィ

ア
で
特
集
を
組
ん
で
も
ら
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
１１
日
の

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
、
福
島
の
復
興
に
関
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
津
波

で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
域

の
コ
ン
ビ
ニ
の
跡
地
で
ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
の
広
報
を
担
当

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
呼
び
、
お

客
さ
ん
を
１
０
０
人
集
め
、

１
人
１
万
円
い
た
だ
い
て
、

集
ま
っ
た
１
０
０
万
円
を
地

元
に
寄
付
し
た
り
と
い
っ
た

こ
と
を
や
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
関
係
で
福
島
に

詳
し
く
な
り
、
友
達
も
で
き

て
き
た
と
こ
ろ
で
、
環
境
省

か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
福
島
の
除
染
の
広
報
に

入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
放
射
線
の
質
問
に
答

え
た
り
す
る
広
報
部
門
が
な

か
っ
た
の
で
、
民
間
か
ら
の

出
向
と
い
う
形
で
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
放
射

線
に
関
す
る
知
識
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
質
問
を

受
け
、
福
島
や
霞
ヶ
関
に
い

る
官
僚
の
方
た
ち
を
つ
か
ま

え
て
回
答
を
作
成
し
、
ひ
た

す
ら
Ｆ
Ａ
Ｑ
を
作
っ
て
い
き

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
が

起
こ
っ
て
か
ら
の
最
初
の
６

年
、
除
染
に
関
す
る
報
道
で

は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
現
場
に

立
ち
会
い
、
除
染
に
関
わ
る

広
報
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

１７
年
か
ら
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
始
め
、
そ
れ
か
ら
の

６
年
は
、
地
元
の
方
々
と
一

緒
に
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を

や
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

郡
山
か
ら
機
材
を
借
り
て
き

て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
り
、

職
人
さ
ん
の
手
配
か
ら
始
め

て
花
火
を
打
ち
上
げ
た
り
も

し
ま
し
た
。
川
内
村
に
ワ
イ

ン
用
の
ぶ
ど
う
畑
を
作
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
関
東

か
ら
連
れ
て
行
っ
た
り
も
し

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
１２
年
間
続
け
て

き
た
関
係
で
、
東
京
電
力
や

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
経
産

省
の
方
や
地
元
住
民
の
多
く

と
繋
が
り
が
あ
り
、
原
発
の

敷
地
内
に
年
間
１
５
０
人
ぐ

ら
い
見
学
に
入
れ
る
枠
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
社
会
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
た
ち
に
来
て
も
ら
い
、
今

の
福
島
の
状
況
を
見
て
知
っ

て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
関
わ
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ア

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
地
元
に

持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

続
け
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
釣
り
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
国
の
広
報
事
業
で
親
子

２０
組
が
参
加
す
る
釣
り
大
会

を
行
い
、
９１
セ
ン
チ
の
大
き

な
ヒ
ラ
メ
を
釣
っ
て
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
忘
れ
ら

れ
な
い
体
験
の
機
会
を
作
っ

て
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
ま
た

福
島
に
来
て
も
ら
う
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

興
味
を
持
っ
て
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
ん
で
も
ら
え
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
マ
ス
コ
ミ
や
政
府
関
係

者
の
多
く
は
数
年
で
異
動
す

る
。
で
も
自
分
は
続
け
る
と

心
に
決
め
て
い
る
」。
６
年

前
、
北
海
道
新
聞
に
受
け
た

取
材
で
こ
う
話
し
ま
し
た

が
、
今
も
そ
の
気
持
ち
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

福
島
の
復
興
に
貢
献
す
る
こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

「
半
分
考
え
半
分
動
く
」

桜井 洋貴さん
04年３月卒、須藤春夫ゼミ

コクーンラボ

頭
で
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
動
い
て
調
べ
、
自
分
の
言
葉
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
と
語
る
桜
井
さ
ん
。「
半
分
考
え
半
分
動
く
」
が
基
本
ス
タ
イ
ル

て
か
ら
の
「
朝
活
会
」「
ブ
レ

ス
ト
会
」
な
ど
で
す
。

特
に
、
ブ
レ
ス
ト
会
は
Ｚ
世

代
の
友
人
ば
か
り
で
、
業
種
も

職
種
も
バ
ラ
バ
ラ
、月
に
一
回
、

開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
メ
ン
バ
ー
は
４
、５
人
。

主
に
仕
事
が
中
心
で
、
仕
事
の

課
題
や
ア
イ
デ
ア
出
し
を
し

て
、
お
互
い
の
考
え
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
時
間
に
し

て
い
ま
す
。

世
代
、
業
種
等
バ
ラ
バ
ラ
な
相

手
が
お
す
す
め

な
ぜ
、
歳
の
離
れ
た
メ
ン

バ
ー
と
の
壁
打
ち
が
有
効
的
な

の
か
、
そ
の
要
因
を
整
理
し
て

み
ま
し
た
。

１
．
多
角
的
な
視
点

異
な
る
背
景
や
経
験
を
持
つ

人
々
と
の
会
話
は
、
自
分
で
は

気
づ
か
な
か
っ
た
視
点
や
ア
イ

デ
ア
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ

と
が
多
い
。

２
．
問
題
点
の
発
見

他
者
と
話
す
こ
と
で
、
ア
イ

デ
ア
に
潜
む
リ
ス
ク
や
問
題
点

を
早
期
に
特
定
で
き
る
可
能
性

が
高
ま
る
。

随
想

壁
打
ち
で
き
る
友
人
や
仲
間
は
い
ま
す
か
？

壁
打
ち
で
き
る
友
人
や
仲
間
は
い
ま
す
か
？

山
下
勝
也（
８２
年
３
月
、応
用
経
済
学
科
卒
）

私
生
活
や
仕
事
で
モ
ヤ
モ
ヤ

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
話
を
聞

い
て
も
ら
い
な
が
ら
、
頭
の
中

を
整
理
す
る
友
人
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
あ
り
ま
す
か
？
い
わ
ゆ

る
「
壁
打
ち
」
の
相
手
で
す
。

自
分
は
、
い
く
つ
か
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
て
、
学
生

時
代
か
ら
の
友
人
や
、
会
社
員

時
代
の
友
人
、
地
元
で
起
業
し

３
．
具
体
化
の
助
け

ア
イ
デ
ア
を
他
者
に
説
明
す

る
過
程
で
、
抽
象
的
な
概
念
を

よ
り
具
体
的
な
形
に
落
と
し
込

む
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
ア
イ
デ
ア
の
精
度
が
高

ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
．
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持

ア
イ
デ
ア
を
共
有
し
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や

共
感
を
得
る
こ
と
で
、
継
続
的

に
取
り
組
む
意
欲
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
維
持
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。

５
．
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
機
会

壁
打
ち
の
相
手
が
ビ
ジ
ネ
ス

の
パ
ー
ト
ナ
ー
や
資
源
を
持
っ

て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
繋
が
り
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
進
展
に
直
結
す
る
こ
と

訂
正
：
会
報
６２
号
５
面
の
随
想
「
庭
園
で
知
る
母
校
の
歴
史
」
の
写
真
説
明
に
「
殿
ヶ
谷
戸
庭

園
内
の
隋
冝
園
」
と
あ
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
内
の
旧
岩
崎
邸
」
で
し
た
。

魅力的なアレについて考えるブレスト会

中　正美

＊自由と進歩、言論・報道の自由は命

19７5年 ３ 月卒　芝田進午ゼミ

＊団塊世代OB、それなりに努力中です

山田 幹夫

フリーランス・ジャーナリスト
日本ジャーナリスト会議　会員

が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
基
本

ル
ー
ル
は
、
相
手
の
考
え
や
、

人
格
を
否
定
せ
ず
、
肯
定
的
に

考
え
を
打
ち
返
し
て
く
れ
る
の

で
、
と
て
も
安
心
し
て
気
持
ち

の
良
い
時
間
に
な
っ
て
い
ま

す
。ぜ

ひ
、
年
の
離
れ
た
職
種
も

業
種
も
違
う
メ
ン
バ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
持
ち
、
定
期
的

な
壁
打
ち
を
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

庭先での優雅なブレスト会

７
口�

杉
本　

昇

�

笠
原　

邦
丸

�

太
田　

昭
郎

５
口�

藤
永　

正
順

�

宮
杉
早
苗
江

４
口�

風
見　

久
夫

３
口�

宇
佐
美　

貴

�

山
岸　

秀
雄

２
口�

春
山　

忠
男

�

会
田　

良

�

依
田　

素
味

�

中　

正
美

�

武
井　

透

�

内
田　

昌
宏

�

太
田　

昭
郎

�

高
野　

忍

�

植
田　

孝
良

�

濵
岡　

公
治

�

小
花　

唯
男

�

土
屋　

幸
雄

�

髙
橋　

敏

�

森　

基
祐

�

近
藤　

栄
一

�

神　

順
子

�

小
泉　

栄
一

�

河
村　

勝
弘

�

川
浪
佐
賀
男

�

尾
国
健
一
郎

�

山
田　

道
生

�

森
田　

靖
也

�

北
條　

利
男

�

佐
藤　

連

寄
付
者
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
厚
志
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
同
窓
会
の
貴
重
な
運

営
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

２３
年
５
月
～
２３
年
１０
月

新会員の紹介
（受付期間２３年 ５ 月〜１１月）

【
訃
報
】

　

�　
ご
遺
族
の
方
か
ら
、
次
の

方
々
の
ご
逝
去
の
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

会
員

新
貝　

明
美
（
８９
年
卒
）

２３
年
１
月
ご
逝
去

新
村　

武
彦
（
５８
年
卒
）

２３
年
５
月
逝
去

日
向　

不
二
（
５５
年
卒
）

２３
年
６
月
ご
逝
去

５ 月入会　清水　英之� （０２年卒、三浦信ゼミ）

８ 月入会　�芹澤　秀史� （７０年卒、山本ゼミ）�

坂本　徳子� （８３年卒）�

生方　伸幸� （８５年卒、須藤ゼミ）

９ 月入会　�橋本　政樹� （７７年卒、北川ゼミ）�

三日尻幸純� （８２年卒）�

雨宮　恒夫� （８３年卒、斉藤ゼミ）�

河村久美子� （９４年卒、稲増ゼミ）�

鈴木　優介� （０４年卒、田口ゼミ）

１０月入会　安藤　弘人� （２０００年卒）

１１月入会　田中　章友� （８３年卒、土生ゼミ）
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飲
料
自
動
販
売
機
が

飲
料
自
動
販
売
機
が

		

学
生
の
署
名
運
動
で
実
現

学
生
の
署
名
運
動
で
実
現

同
窓
会
と
事
務
課
と
の「
連
絡
ボ
ッ
ク
ス
」も
設
置

同
窓
会
と
事
務
課
と
の「
連
絡
ボ
ッ
ク
ス
」も
設
置

合同会社　室

居酒屋　むろ
https://muro-420.therestaurant.jp/
（国立駅前まっちゃん横）

営　業　１７：００～２３：００	
	 （ラストオーダー２２：００）
定休日　なし
※ランチ再開しております

国立市東 １ ― １ ―２６　Ｋフラットビル １階

電話　０４２―５０５―８５０１

合同会社 室　代表社員　室井 文雄
１９７８年卒、北川隆吉ゼミ

１１
月
２１
日
４
限
、
社
会
学
部

出
身
で
同
窓
会
理
事
で
も
あ

り
、
法
政
大
学
社
会
学
部
で
非

常
勤
講
師
を
務
め
る
依
田
素
味

さ
ん（
日
本
経
済
大
学
教
授
）が

担
当
す
る「
職
業
社
会
論
」に
お

い
て
、「
社
会
学
部
を
卒
業
し
て

職
業
に
就
く
」を
テ
ー
マ
に
、社

会
学
部
卒
業
生
を
ゲ
ス
ト
講
師

と
し
て
ご
登
壇
い
た
だ
く
「
寄

付
講
座
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
オ
ン
ラ
イ
ン
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

４
年
ぶ
り
の
対
面
授
業
、
当
日

も
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｂ
２
０
１

教
室
に
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま

で
２
７
５
名
の
学
生
が
出
席
し

定
例
の
社
会
学
部
教
授
会
執

行
部
と
の
懇
談
会
を
１０
月
１６
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

社
会
学
部
ら
し
い
署
名
運
動

宇
野
先
生
の
ご
挨
拶
で
は
、

学
生
の
署
名
運
動
を
き
っ
か
け

に
、
校
舎
内
に
飲
料
自
動
販
売

機
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介

さ
れ
、「
署
名
運
動
と
は
社
会

学
部
ら
し
い
」
と
話
題
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

２
０
２
３
年
の
「
大
人
の
グ

ル
メ
散
歩　

神
楽
坂
編
」
を
７

月
８
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し

た
。会

場
は
、
社
会
学
部
同
窓
生

の
市
ヶ
谷
世
代
が
「
飲
ん
だ
、

食
べ
た
」、
懐
か
し
い
神
楽
坂

で
し
た
。

一
帯
は
大
き
く
変
貌
し
、
改

築
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
西
口

で
待
ち
合
わ
せ
て
、
駅
バ
ル
コ

ニ
ー
か
ら
お
濠
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
タ
ワ
ー
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮

影
し
ま
し
た
。

目
的
地
は
、
神
楽
坂
入
口
の

銘
酒
八
海
山
飲
み
放
題
「
越
後

酒
房
神
楽
坂
店
」。

お
店
で
は
、
中
正
美
同
窓
会

長
を
は
じ
め
出
席
者
の
近
況
報

告
や
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

た
だ
け
で
な
く
、「
八
海
山
」

を
心
行
く
ま
で
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
人
の
グ
ル
メ
散
歩
は

　
　
飯
田
橋
・
神
楽
坂
探
訪

社
会
学
部「
職
業
社
会
論
」で

学
部
同
窓
会
寄
付
講
座
を
実
施

ゲ
ス
ト
講
師
・
郡
司
貴
志
さ
ん（
１
９
８
７
年
卒 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
勤
務
）

ま
し
た
。

就
活
か
ら
現
在
ま
で
の

キ
ャ
リ
ア
と
業
務
内
容
も

郡
司
さ
ん
か
ら
は
、
就
活
か

ら
現
在
ま
で
個
人
の
キ
ャ
リ
ア

と
具
体
的
な
業
務
内
容
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
、
続
い
て

事
前
に
提
出
し
て
も
ら
っ
た
学

生
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
質
問
へ

の
回
答
と
、
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
が
悩
む
「
ガ
ク
チ
カ
」

に
も
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

同
窓
会
側
か
ら
は
、
今
後
の

予
定
し
て
い
る
、
六
大
学
野
球

観
戦
、
社
会
学
部
同
窓
会
寄
付

講
座
、
駅
伝
応
援
、
優
秀
卒
業

論
文
表
彰
、
卒
業
祝
賀
会
な
ど

へ
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

卒
業
祝
賀
会
に
つ
い
て
、「
新

た
な
祝
賀
会
」
に
し
て
い
く
旨

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
た
ち
が
気
に
す

る
面
接
質
問
の
一
つ
、
学
生
時

「
連
絡
ボ
ッ
ク
ス
」
設
置
も

ま
た
、
今
回
よ
り
事
務
課
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
同
窓
会

よ
り
事
務
課
と
の
「
連
絡
ボ
ッ

ク
ス
」の
提
案
を
し
た
と
こ
ろ
、

即
刻
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

▼
出
席
者
：
左
か
ら
、奈
良
課
長
、

二
村
先
生
、鈴
木
先
生
、佐
藤
先
生
、

宇
野
先
生
、中
会
長
、高
橋
副
会
長

代
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と

「
ガ
ク
チ
カ
」
に
つ
い
て
も
、

参
加
し
た
学
生
か
ら
、「
実
際

に
採
用
に
も
携
わ
っ
て
い
る
郡

司
さ
ん
か
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本

に
あ
る
よ
う
な
通
り
一
遍
の
こ

と
で
は
な
く
、
厚
み
の
あ
る
学

生
と
し
て
の
体
験
を
、
と
い
う

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
」な
ど
、

沢
山
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
も
同
窓
会
と
し
て
、
学

生
の
み
な
さ
ん
へ
の
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教授会執行部との定例懇談を実施
10月16日　事務課にも出席いただく
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た
。主

催
者
の
挨
拶
、来
賓
挨
拶
、

参
加
者
の
紹
介
に
続
い
て
、
記

念
館
前
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、参
加
者
記
念
撮
影
の
後
、

記
念
館
の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

１０
月
２１
日
（
土
）、
法
学
部

同
窓
会
・
経
営
学
部
同
窓
会
と

共
に
合
同
観
戦
を
行
い
、
対
明

会
報
６１
号
で
、「
同
窓
会
契

約
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
サ
イ
ト
を
活
用

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ゼ
ミ
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
開
き
ま
せ
ん
か
」

と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
今
年

７
月
１
日
（
土
）、
対
面
と
同

窓
会
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
サ
イ
ト
を
使
い

４
年
ぶ
り
に
「
金
山
行
孝
ゼ
ミ

Ｏ
Ｂ
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
の
７

階
で
、
金
山
先
生
を
ご
来
賓
に

お
招
き
し
て
２
０
２
３
年
度
Ｏ

Ｂ
会
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
鳥
取
、
香
川
、
岐
阜
、

愛
知
か
ら
も
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
駆

け
つ
け
ま
し
た
。

社
会
学
部
同
窓
会
の
協
力
を

得
て
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
で
、
遠
く
香
港
の

Ｏ
Ｂ
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

て
、
あ
っ
と
言
う
間
に
楽
し
い

２
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
金
山

先
生
か
ら
は「
コ
ロ
ナ
禍
以
来
、

久
々
に
多
く
の
諸
君
に
お
会
い

し
て
愉
快
で
し
た
」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
窓
会
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
サ
イ
ト
の

ご
提
供
を
い
た
だ
き
、
感
謝
致

し
ま
す
。
今
後
も
活
用
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
金
山
ゼ
ミ
事
務
局
長
・
杉
田
隆
）

治
戦
を
応
援
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
こ
の
試
合
は

５
―
２
で
敗
れ
、
次
の
日
の
日

曜
日
、
対
明
治

２
回
戦
は
９
―

５
で
雪
辱
を
果

た
す
も
、
月
曜

日
３
回
戦
は
４

―
２
で
惜
し
く

も
敗
れ
勝
ち
点

を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

今
季
の
優
勝

は
慶
応
大
学

に
期
待
し
、
来
年
も
神
宮
に
集

い
ま
し
ょ
う
。

で
、
法
政
は
第
４
位
と
い
う
結

果
で
し
た
。

来
季
か
ら
大
島
公
一
監
督

来
季
よ
り
、

加
藤
重
雄
監
督

か
ら
大
島
公
一

新
監
督
が
就
任

し
ま
す
。
２
０

２
０
年
の
春
以

来
、
優
勝
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
い

ま
す
が
、
大
島

新
監
督
の
采
配

と
選
手
の
奮
闘

（
原
発
事
故
）
等
を
テ
ー
マ
に

反
核
・
反
戦
を
訴
え
た
芸
術
家

で
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
社
会

学
部
棟
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る

故
・
栢
野
晴
夫
教
授
の
功
績
を

記
念
し
て
設
置
さ
れ
た
「
泉
―

不
戦
の
誓
い
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
、
社
会
学
部
棟
２
階
に
あ

る
「
夢
」
の
レ
リ
ー
フ
は
、
北

氏
の
作
品
で
す
。

北
一
明
記
念
館
の
前
で
行
わ

れ
た
開
設
式
は
、
前
総
長
・
田

中
優
子
名
誉
教
授
ら
が
呼
び
か

け
人
と
な
り
、
佐
藤
健
・
飯
田

市
長
、
金
田
晉
・
広
島
大
名
誉

教
授
な
ど
多
く
の
来
賓
や
関
係

者
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

出
身
。

５７
年
に
社
会
学
部
を
卒
業

（
芝
田
進
午
ゼ
ミ
）
し
た
後
、

８０
～
９０
年
代
に
、
広
島
・
長
崎
・

沖
縄
・
南
京
・
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ

ツ
、
そ
し
て
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島

２３
年
１０
月
２４
日
（
火
）
午
前

１０
時
か
ら
、
長
野
県
飯
田
市
江

戸
町
に
て
「
北
一
明
記
念
館
」

の
開
設
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
一
明
（
本
名
：
下
平
昭
一
）

氏
は
１
９
３
４
年
、
飯
田
市
の

同
窓
会
の
総
会
は�

市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

今
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）

の
社
会
学
部
同
窓
会
定
期
総
会

（
市
ヶ
谷
校
舎
見
学
会
・
記
念

講
演
会
・
懇
親
会
、
同
時
開
催
）

を
６
月
１０
日
、
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
大
内
山
校
舎
７
階
Ｙ
７
０

５
教
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
４

年
ぶ
り
に
通
常
開
催
と
な
り
、

教
室
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
、
来
賓
・
会
員
合
わ
せ
て
４０

名
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
当
会
名
誉

会
長
で
あ
る
社
会
学
部
長
の
宇

野
斉
先
生
、
校
友
会
会
長
の
竹

中
宣
雄
様
、
名
誉
教
授
の
石
坂

悦
男
先
生
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

総
会
議
事
で
は
、
２
０
２
２

年
度
活
動
報
告
、会
計
報
告
後
、

２３
年
度
事
業
活
動
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
活

動
で
は
、「『
会
費
は
在
学
生
の

た
め
』
を
基
本
理
念
と
す
る
在

学
生
支
援
事
業
を
積
極
的
に
推

進
す
る
」
と
い
う
活
動
指
針
が

確
認
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。記

念
講
演
会
で
は
、
社
会
学

部
教
授
・
澤
柿
教
伸
先
生
よ
り

「
第
６３
次
南
極
地
域
観
測
隊
越

冬
隊
長
と
し
て
伝
え
た
い
こ

と
」
と
い
う
演
題
で
南
極
の
写

真
や
動
画
を
映
し
出
し
な
が
ら

ご
講
演
い
た
だ
き
、
先
生
ご
自

身
の
研
究
分
野
の
お
話
や
、「
南

極
に
は
チ
リ
や
ホ
コ
リ
が
無
い

か
ら
吐
く
息
は
白
く
な
ら
な

い
」
と
い
う
興
味
深
い
お
話
等

を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

参
加
者
の
多
く
か
ら
「
時
間

を
短
く
感
じ
、
大
変
面
白
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。懇

親
会
も
総
会
で
の�

雰
囲
気
続
い
て
盛
会

総
会
終
了
後
、
市
ヶ
谷
の
居

酒
屋
「
麹
蔵
」
で
懇
親
会
を
開

催
、
２５
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
久
し
ぶ
り
に
懇
親
を
深
め

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
の
２
時
間
の
最
後
に

１
９
６
０
年
卒
の
土
屋
様
・
１

９
６
１
年
卒
の
近
藤
様
に
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
全
同
窓
会
員

の
健
康
を
祈
念
し
て
の
締
め
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

〈
写
真
〉
上
か
ら
、
社
会
学
部

宇
野
斉
先
生
、
校
友
会
会
長
竹

中
宣
雄
様
、
名
誉
教
授
石
坂
悦

男
先
生
、
記
念
講
演
の
社
会
学

部
教
授
澤
柿
教
伸
先
生
（「
第

６３
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊

長
と
し
て
伝
え
た
い
こ
と
」）

「
北
一
明
記
念
館
」が
飯
田
市
に
開
設

「
秋
季
六
大
学
野
球
観
戦
の
集
い
」

観
戦
後
は
３
学
部
合
同
で
懇
親
会
も

２０２３年度　社会学部同窓会定期総会

「在学生支援事業推進」の方針を確認
記念講演「南極地域観測隊越冬隊長として」

来賓として挨拶する田中優子名誉教授

北一明記念館　https://www.kitakazuaki-kinenkan.jp

（観戦後、３学部同窓会で合同懇親会）

（法政応援席の様子）

ＺＯＯＭ画面に見入る参加者と金山先生（右）

【ＺＯＯＭ活用案内】

　代表の方が社会学部
同窓会員であること。
また、参加する方々が
法政大学卒業生である
こと。例）ゼミやサー
クルのＯＢ・ＯＧ、ク
ラス会、他
　◆活用手続き＝社会
学部同窓会事務局にメ
ールでお申し込み下さ
い。
hoseishado２４２１@gmail.
com

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
総
会

同
窓
会
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

に
登
録
い
た
だ
け
れ
ば
、
観
戦

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
会
学
部
同
窓
会
契
約
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
サ
イ
ト
を
活
用

　

金
山
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
が
４
年
ぶ
り
に
総
会
を
開
催
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箱
根
駅
伝
で
法
政
大
学
の
活

躍
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
た
二

〇
二
二
年
末
の
十
二
月
二
十
五

日
、「
巨
星
墜
つ
」
の
訃
報
が

あ
っ
た
。思
想
史
家
渡
辺
京
二
、

享
年
九
十
二
歳
。

妻
子
あ
る
三
〇
歳
代
で
法
政

大
学
通
信
教
育
課
程
に
学
び
、

社
会
学
部
に
転
じ
て
初
期
の
北

川
隆
吉
ゼ
ミ
の
卒
業
生
。
平
凡

社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
な
っ
た
和

い
。
当
の
渡
辺

自
身
が
、
結
核

で
中
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
旧

制
第
五
高
等
学

校
の
幼
稚
な
ス

ノ
ビ
ズ
ム
に

「
反
吐
の
出
る

思
い
だ
っ
た
」と
い
う
ほ
ど
に
、

み
ず
か
ら
が
学
ん
だ
学
校
の
こ

と
を
言
挙
げ
し
な
か
っ
た
か
ら

だ
。そ

れ
で
も
、
評
論
集
『
未
踏

の
野
を
過
ぎ
て
』（
弦
書
房
、

二
〇
一
一
年
）
で
は
、
二
度
目

の
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
法
政

大
学
を
、「
名
ば
か
り
有
名
で

内
実
は
デ
キ
ン
ボ
ー
イ
が
集

ま
っ
た
大
学
」
と
は
い
っ
た
も

の
の
、
デ
キ
ン
ボ
ー
イ
た
ち
が

嫌
い
で
は
な
か
っ
た
と
書
い
て

い
る
。
講
義
ら
し
い
講
義
が
で

き
な
か
っ
た
老
学
者
を
抛
り
出

さ
な
か
っ
た
法
政
大
学
を
「
え

ら
い
大
学
で
あ
る
と
今
に
し
て

思
う
」
と
も
書
い
て
い
る
。
ま

た
、
多
く
の
教
員
か
ら
は
年
齢

に
遠
慮
し
て
「
渡
辺
さ
ん
」
と

よ
ば
れ
て
居
心
地
が
悪
か
っ
た

が
、
北
川
先
生
か
ら
は
「
渡
辺

く
ん
」
と
よ
ば
れ
て
気
が
楽

だ
っ
た
と
い
う
思
い
出
も
綴
っ

て
い
る
。

こ
う
書
か
れ
る
と
、
同
じ
大

学
に
学
ん
で
い
た
こ
と
を
縁
と

す
る
同
窓
会
的
な
文
脈
か
ら
す

れ
ば
、
多
少
心
和
む
も
の
も
あ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
う
し
た

思
い
出
話
も
、
大
学
の
研
究
と

教
育
と
の
矛
盾
が
露
呈
す
る
こ

と
の
な
か
っ
た
時
代
を
語
っ
た

も
の
と
し
て
、
渡
辺
は
強
く
釘

を
刺
し
て
い
る
。

る
。
そ
れ
は
文
句
な
し
に
い
や

な
言
葉
で
あ
り
、
そ
う
い
う
評

語
が
こ
の
作
品
に
つ
い
て
口
に

さ
れ
る
の
を
見
る
と
き（
中
略
）

私
は
や
り
き
れ
な
い
思
い
に
か

ら
れ
る
。（
中
略
）
私
は
、
本

書
が
ま
ず
何
よ
り
も
作
品
と
し

て
、
粗
雑
な
観
念
で
要
約
さ
れ

る
こ
と
を
拒
む
自
律
的
な
文
学

作
品
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た

い
」。昨今

、
あ
る
種
の
望
ま
し
い

目
標
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て

人
口
に
膾
炙
す
る「
自
己
実
現
」

と
い
う
言
葉
も
、
そ
の
瀰
漫
を

指
摘
し
て
厳
し
い
。そ
こ
に
は
、

「
自
分
に
は
人
と
は
違
う
個
性
・

才
能
が
隠
れ
て
い
る
は
ず
で
、

そ
れ
を
発
見
し
て
世
間
で
目
立

つ
存
在
に
な
る
の
が
自
己
を
実

現
す
る
」
こ
と
だ
と
す
る
「
途

方
も
な
い
思
い
込
み
」
が
あ
る

と
い
う
。
そ
し
て
、「（
そ
の
よ

う
な
）
自
己
実
現
と
は
、
競
争

を
勝
ち
抜
い
て
限
ら
れ
た
座
席

を
獲
得
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、

「
目
立
た
ね
ば
こ
の
世
の
片
隅

に
追
い
や
ら
れ
る
」と
い
う「
自

己
顕
示
の
強
迫
観
念
が
い
か
に

強
烈
な
鬱
積
や
心
の
ゆ
が
み
を

生
み
出
す
か
、
も
は
や
想
像
の

必
要
も
あ
る
ま
い
」
と
述
べ
て

い
る（『
未
踏
の
野
を
過
ぎ
て
』、

四
八
～
四
九
頁
）。

大
学
を
め
ぐ
っ
て
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
、
こ
の
「
自
己

実
現
」
や
そ
の
類
語
が
多
用
さ

れ
て
久
し
い
。
教
員
も
、
学
生

も
、
そ
し
て
卒
業
生
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
惑
で
、
大
学
を
「
自

己
実
現
」
の
場
や
方
便
と
思
い

込
ん
で
、
強
迫
観
念
に
か
ら
れ

て
、
思
考
停
止
状
態
で
そ
れ
ぞ

れ
の
思
う
、
限
ら
れ
た
座
席
を

獲
得
し
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
競
争
と
は

無
縁
で
あ
る
は
ず
の
研
究
と
教

育
を
、
両
者
の
違
い
も
考
え
ず

に
粗
雑
に
統
合
し
よ
う
と
し

て
、
矛
盾
を
深
め
て
い
る
ば
か

り
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。再

び
箱
根
駅
伝
が
近
づ
く
こ

の
時
期
に
や
っ
て
く
る
「
一
周

忌
」
に
因
ん
だ
追
悼
の
文
章
を

頼
ま
れ
た
の
で
こ
う
書
い
て
は

み
た
も
の
の
、
は
た
し
て
こ
れ

で
渡
辺
京
二
の
追
悼
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
甚
だ
心
も
と
な
く

は
あ
る
。

（
担
当
者
付
記
：
学
生
時
代

に
お
世
話
に
な
っ
た
社
会
学
部

教
授
の
小
林
直
毅
さ
ん
か
ら
、

２３
年
１
月
に
渡
辺
京
二
氏
の
訃

報
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
渡
辺

氏
の
業
績
な
ど
を
論
じ
る
の
は

同
窓
会
の
手
に
余
り
、
一
周
忌

と
な
る
時
期
に
発
行
す
る
今
号

で
追
悼
文
を
掲
載
し
て
、
会
員

の
皆
さ
ん
に
周
知
す
る
こ
と
を

企
図
し
、
小
林
直
毅
さ
ん
に
寄

稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

�
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一般社団法人法政大学校友会

会 長 竹中宣雄 監事
副会長 田﨑　稔 坂戸俊夫 大森廣行 三井和夫 中村寿美子

石渡洋行 岡本眞司 池谷文雄 田中利幸

山㟢正俊
発地敏彦

田中修司
伊藤昌子

飯塚　昇

法政大学校友会 検索r

大
学
在
学
中
か
ら
、
私
は
子

ど
も
や
若
者
た
ち
と
か
か
わ
る

活
動
を
し
て
き
た
が
、
そ
の
こ

と
が
縁
で
卒
業
後
も
社
会
学
部

の
平
塚
眞
樹
先
生
が
主
宰
す
る

若
者
支
援
を
テ
ー
マ
に
し
た
研

究
会
に
、
か
れ
こ
れ
１０
年
以
上

に
わ
た
っ
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
研
究
会
は
、
イ

ギ
リ
ス
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
と
い
う
３
か
国
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
日
本
と
世
界
の
若
者
支
援

政
策
や
実
践
を
議
論
し
あ
う
、

と
て
も
刺
激
的
な
場
で
あ
っ

た
。
２
０
２
３
年
２
月
に
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
世
に
問

う
形
で
『
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
と
し

て
の
若
者
支
援
』（
大
月
書
店
）

を
刊
行
し
、
私
も
そ
の
一
部
を

執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

日
本
の
若
者
支
援
政
策
は
、

ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
対
策
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
若
者
た

ち
を「
就
職
」や「
自
立
」に
追
い

立
て
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て

う
必
要
性
に
つ
い
て
は
充
分
に

議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

欧
州
で
は「
ユ
ー
ス
ワ
ー
ク
」

と
呼
ば
れ
る
青
少
年
活
動
が
活

発
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

活
動
を
支
え
る
「
ユ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
専
門
職
も

発
展
し
て
き
た
。
若
者
が
大
人

に
な
る
移
行
期
を
、
学
校
、
教

師
、
家
庭
と
い
っ
た
場
だ
け
で

は
な
い
、
多
様
な
場
（
ユ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
）
と
、
多
様
な

人
（
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
）

で
支
え
る
実
践
が
豊
か
に
保
障

さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
、
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

や
青
年
団
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

青
少
年
活
動
が
活
発
に
お
こ
な

わ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
生

活
の
大
部
分
が「
学
校
」と「
会

社
」で
占
め
ら
れ
て
い
く
中
で
、

子
ど
も
た
ち
や
若
者
た
ち
が
自

由
に
試
行
錯
誤
で
き
る
時
間
や

場
は
急
速
に
狭
め
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
余
裕
や
余
白
の
な
い

窮
屈
な
生
活
は
、
子
ど
も
や
若

者
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
奪

い
、
そ
の
こ
と
が
不
登
校
や
ひ

き
こ
も
り
、
自
殺
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
な
ど
の
増
加
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

「
若
者
た
ち
に
は
、
安
心
し

て
過
ご
し
、
や
っ
て
み
た
い
こ

と
に
取
り
組
め
、
多
様
な
人
と

交
わ
れ
る
＂
場
＂
が
必
要
だ
」

と
い
う
本
研
究
会
の
提
言
に
あ

る
よ
う
に
、
子
ど
も
・
若
者
期

に
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
価
値
」
と
は
何
か
が
問
わ

れ
て
い
る
。

言
葉
の
瀰
漫
を
衝
く
思
想
史
家
、逝
く

小
林
直
毅（
７９
年
社
会
学
科
卒
業
。社
会
学
部
教
授
）

在し日の渡辺京二氏
（写真提供：弦書房）

『ユースワークとしての若者支
援』書影（大月書店刊）

こ
の
思
想
史
家
が
、
粗
雑
な

感
性
、
観
念
の
跋
扈
、
そ
れ
ら

を
語
る
言
葉
の
瀰
漫
を
戒
め
つ

づ
け
た
こ
と
を
と
く
に
紹
介
し

て
お
こ
う
。
み
ず
か
ら
「
水
俣

病
を
告
発
す
る
会
」
を
立
ち
上

げ
な
が
ら
、「
告
発
」
と
い
う

言
葉
が
、
し
ま
り
な
く
文
学
の

境
域
に
ま
で
溢
れ
る
状
況
を
、

石
牟
礼
道
子
『
苦
海
浄
土
』
の

講
談
社
文
庫
版
の
解
説
「
石
牟

礼
道
子
の
世
界
」
で
つ
ぎ
の
よ

う
に
批
判
し
て
い
る
。「
告
発

と
か
怨
念
と
か
い
う
言
葉
を
多

用
で
き
る
の
は
、
む
ろ
ん
文
学

的
に
粗
雑
き
わ
ま
る
感
性
で
あ

辻
哲
郎
文
化
賞
受
賞
の
大
著

『
逝
き
し
世
の
面
影
』
を
は
じ

め
、
大
佛
次
郎
賞
受
賞
の
『
黒

船
前
夜
』（
弦
書
房
）、
読
売
文

学
賞
受
賞
の
『
バ
テ
レ
ン
の
世

紀
』（
新
潮
社
）
な
ど
の
数
多

く
の
著
作
が
あ
る
。
こ
の
渡
辺

の
訃
報
に
、
社
会
学
部
同
窓
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
と
く
に
反
応

は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
無
理
も
な

和辻哲郎文化賞を受賞した『逝きし
世の面影』 （写真提供：平凡社）

『死民と日常』書影。いかなる支援
も受けられず孤立した患者家族らと
立ち上がり、〈闘争〉を支援すること
に徹した渡辺氏による闘争論集

（写真提供：弦書房）

お
り
、
若
者

た
ち
が
安
心

し
て
試
行
錯

誤
す
る
こ
と

の
で
き
る
場

や
時
間
の
保

障
を
お
こ
な

中塚史行（9５年３月卒・土生長穂ゼミ）

若者を多様な“場”
と“人”で支える

追
悼
・
渡
辺
京
二
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